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1 目  的  登山のリーダー及びリーダー候補者、並びに中高年登山者をはじめとした登山者の指導的立場にある人を対

象 して、チームの実力に合つた目鮭 言十画を立案し、安全な登山を実践せ る知識と技術の習得を目指す。

独立行政法人日本スポーツ振興センター

文部科学省

社団法人 日本画薔脇釘
~財

団法人 全国高等学校体育連盟              ―

平成22年 7月2日 (金)～7月4日 (日)の3日間

(同様の内容で、平成22年 11月 12日 (金)～11月 14日 (日)の3日間、第2回目を開催する予定)

独立行政法人日本スポーツ振興センター日立登山研修所、並びに周辺山域及び雑穀谷岩場

国立登山研修所までの経路

」R富山駅で乗換 → 富山地方鉄道立山線立山駅(約1時間)→ 国立登山研修所綱諺諮分)

7硼 幣内容口費瑚出常等

(1)研修内容口日程 ※「研修会日程表J(裏D

【登はん技術研修コース(主に登はん"岩穆を中心とした山行を実践、指導されている方対象)】

岩場等におけるロープを用いた安全確保を中心に、その理論的裏付けと技術を身に付け、指導“普及を図るコース

【読図・プランニング研修コース(主に縦売を中心とした山行を実践、指導されている方対象)】

地形図を中心に登山計画隆立案して、チーム全体を安全に率いる能力を身に付け、指導"普及を図るコース

※ 各自の登山志向や力量に応じて選択してください。

※ 研修日程・場所、内容等は天候などにより変更することがあります。

(2)囃

ア 各山岳会(クラブ)が推薦するリーダー若しくはリーダT候 補者

イ 都道府県山岳連盟(協会)指導菫普及担当者及び推薦者

ウ 都道府県“市区町村教育委員会の登山担当者及び地域口職域における登山の指導者

工 高等学校・高等専門学校登山(山岳)部、大学山岳部等の指導者

オ 中高年安全登山指導者講習会修了者

力 その他中高年登山等の指導に携わる者

(3)募集人員  計25名 (各コース合計)

※ 参加者の希望蹴―ス・レベル等に応じて班分けを行います(運営上希望通りにならない場合もあります)。

8講 師 独立行政法人日本スポーツ振興センター目立登山研修所講師

9参 加申込方法

● 山岳会(クラブ)からの参加者(中高年安全登山指導者講習会修了者を含む。)については、各都道府県山岳連盟(協

会)又は各山岳会ψラカが参加者を決定し申し込んでください。

● 都道府県山岳連盟(協会)からの参加者(中高年安全登山指導者講習会修了者を含む。)については、当該連盟(協会)

が参加者を決定し申し込んでください。

● 都道府県1市区町村教育委員会からの参加者及び地域・職域からの参加者(中高年安全登山指導者講習会修了者を

含む。)については、当該教育委員会が参加者を決定し申し込んでく離 い。

● 公立高等学校からの参加者IFついては、各都道府県教育委員会が参加者を決定し申し込んでください。私立高等学校、

国立大学附属高等学校、及び高等専門学校からの参加者については、各学校が参加者を決定し申し込んでください。

大学からめ参加者については、各大学が参加者を決定し申し込んでください。

(1)推薦者は、下記のア～力をそろえて、(2)の住所へ国立登山研修所長宛に申し込んでください。

6会 場

ア 申 込 書(男1紙1)

イ 登山経歴書(男悧2)

推薦者が記入してくブ甕ざい。

参加申込者本人が記入してください。

ウ 健康・体力調査票(男蜘お)参 加申込者本人が記入してください。

工 参加確認書(男喘い) 参加申込者本人が署名、捺印してください。


